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平成 31 年度会計別予算額

会　　計　　名 本年度
予算額

前年度
予算額 比　　較

一 般 会 計 7,635,000 6,058,000 1,577,000

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,626,936 1,673,478 △ 46,542
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1,095,105 1,069,564 25,541
給 食 事 業 特 別 会 計 92,371 88,880 3,491
後期高齢者医療事業特別会計 209,553 210,008 △ 455

水 道 事 業 会 計 549,916 542,085 7,831
下水道事業会計 836,925 - 836,925

総　　　額 12,045,806 10,257,500 1,788,306

【単位：千円】

　３月定例会議で町長から平成 31 年度予算の趣旨説明を受けました。
予算特別委員会で審議し可決した主な事業は２～３ページ、質疑の内容
は４～５ページに掲載しております。

76億3,500万円

３
月
定
例
会
議

平成3１年度一般会計予算

　　　　過去最大規模でスタート

「新時代の幕開け　未来に羽ばたく予算」

　耐震性能を確保した災害応急活動の拠点施設
として新庁舎の整備に取り組みます。新庁舎は
「環境にやさしい庁舎」を目指し、環境省の補
助制度を活用し、公共施設では、日本初のＺＥ
Ｂ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）庁舎と
して整備します。

平成31年度

主要事業を

ピック
アップ

　幼稚園の３年間教育がスタートします。園児

数が多いことを特色とし、異年齢交流や地域交

流を通して、豊かな人間性や心を育み、たくさ

んの「すてきさん」を育てます。

　北部地域の交流人口を増加させるため、あし
がり郷瀬戸屋敷を交流・観光拠点として機能強
化し、周辺施設等とのネットワーク構築による
周遊性や魅力向上を図ります。交流拠点施設の
整備及び駐車場拡大のための再整備を行います。

　マイナンバーカードを利用して、全国のコン
ビニエンスストアなどに設置されているマルチ
コピー機で、早朝から深夜にかけて住民票の写
しや印鑑登録証明書が取得できるサービスを10
月から開始します。

　防災行政無線は電波法令の改正により、現ア

ナログ方式での運用ができなくなるため、デジ

タル方式による防災行政無線に更新します。

　子どもの発達と保護者の相談に適切に対応す
るため、医師や臨床心理士による発達専門相談
事業を実施します。町保健センターで実施し、
支援体制の充実・強化を図ります。また、保健
予防事業として、新たに「胃内視鏡検診」を開
始します。

　健康に不安を抱える高齢者等で、緊急時に連
絡をとることが困難な人に対して速やかに対応
するため、緊急通報装置を設置します。従来の
緊急時にボタンで通報するサービスに加え、希
望により開閉センサーの設置ができるように安
否見守りサービスの充実を図ります。

新庁舎整備事業

継続

幼児教育の充実

拡充

あしがり郷拠点整備

拡充

コンビニ交付サービス導入

新規

防災行政無線の整備

拡充

母子健康・健康づくりの推進

新規

地域見守り推進事業

拡充 17億1,303万
７千円

1,440万９千円 １億5,179万
８千円

275万５千円 ３億7,004万
７千円

4,093万３千円 255万3千円
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問  
ふ
る
さ
と
納
税
は
国
の
税

制
改
正
が
あ
り
規
制
が
設
け
ら

れ
た
が
、
本
町
に
は
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
る
の
か
。

答  
国
の
指
定
を
受
け
た
自
治

体
の
返
礼
品
の
み
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
提
供
で

き
る
仕
組
み
に
な
り
、
地
場
産

業
等
と
呼
べ
な
い
も
の
に
対

し
、
国
・
県
か
ら
指
導
が
来
て

い
る
。
予
算
編
成
当
時
の
決
算

見
込
み
額
か
ら
影
響
額
を
計
算

す
る
と
２
千
万
円
ほ
ど
出
る
と

推
計
し
て
い
る
。

問  
開
成
駅
に
急
行
が
停
車
し
、

そ
れ
に
伴
う
駅
周
辺
環
境
を
ど

の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

答  
急
行
停
車
に
よ
り
駅
の
利

用
が
増
加
し
、
周
辺
の
住
宅
の

建
設
や
事
業
所
等
へ
の
通
勤
が

増
え
る
こ
と
、
そ
の
上
で
、
開

成
駅
に
求
め
ら
れ
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
活
か
し
て
い

く
機
能
を
考
え
て
い
く
た
め

に
、
ま
ず
は
基
本
構
想
に
向
け

た
条
件
を
整
理
し
て
い
く
。
新

年
度
は
基
本
構
想
を
取
り
ま
と

め
る
前
段
の
調
査
で
あ
り
、
交

通
量
や
公
共
交
通
な
ど
の
駅

の
利
用
状
況
も
注
視
を
し
つ
つ
、

整
備
す
る
時
期
を
考
え
て
い
く
。

問  
法
人
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
一
つ
閉
所
に
な
る
が
、
駅
前
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に

充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答  
毎
月
１
回
、
父
親
向
け
の
サ
ロ

ン
を
実
施
し
、
子
育
て
経
験
の
あ
る

親
御
の
講
座
を
開
き
、
父
親
の
交
流

も
含
め
て
男
女
一
緒
に
子
育
て
を
す

る
こ
と
、
専
門
職
で
あ
る
助
産
師
、

保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
の

方
が
、
定
期
的
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
出
向
い
て
親
御
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
て
い
く
。

　

ま
た
、
３
歳
児
教
育
が
始
ま
る
の

で
、
乳
児
期
に
友
達
を
つ
く
る
目
的

で
、
０
歳
の
お
子
さ
ん
の
集
う
「
あ

か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
」
を
立
ち
上
げ
る

計
画
が
あ
る
。

予算特別
委員会質疑

新年度予算のここが聞きたい！！

　

当
初
予
算
は
、
議
長
を
除
く
11
人
で
構

成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
で
集
中
審
議
を

し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
特
定
の
案
件
を
審
議

あ
る
い
は
調
査
す
る
た
め
に
議
会
の
議
決

に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
、
重

要
な
議
案
を
扱
っ
た
り
、
重
要
な
問
題
を

調
査
し
ま
す
。

問  
図
書
室
の
蔵
書
シ
ス
テ
ム

を
更
新
す
る
と
あ
る
が
、
現
在

は
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
本
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
電
話

予
約
が
で
き
る
な
ど
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
を
目
指
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答  
機
器
の
更
新
を
行
う
予
定

だ
が
、
予
算
の
範
囲
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
し

て
い
く
。
電
話
予
約
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
足
を
運
ば
れ
た
方

が
借
り
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
し
ま
う
課
題
も
あ

る
。

問  
10
月
か
ら
消
費
税
が
増
税

と
な
る
。
以
前
、
食
材
費
は
財

政
的
に
苦
し
い
と
聞
い
た
が
、

現
状
は
。

答  
給
食
は
軽
減
税
率
の
対
象

に
な
っ
て
お
り
、
消
費
税
増
税

に
よ
る
影
響
は
な
い
。
学
校
栄

養
士
と
相
談
す
る
中
で
、
昨
年

度
は
食
材
費
が
高
騰
す
る
時
期

が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
落
ち
着

い
て
い
る
。
年
度
に
よ
っ
て
食

材
費
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
の
で

そ
の
都
度
対
応
し
て
い
く
。

問  
本
町
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

感
染
症
の
予
防
接
種
に
対
し
、
近
隣

に
比
べ
て
若
干
助
成
が
少
な
い
が
、

今
回
の
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
。

答  
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
は
、
昨
年
か
ら
助

成
を
増
や
し
、
自
己
負
担
額
を
１
，

５
０
０
円
の
予
算
で
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
風
し
ん
の
検
診
は
、
前
年
度

は
約
30
人
分
を
計
上
し
て
い
た
が
、

国
・
県
で
も
風
し
ん
に
対
し
て
の
対

策
を
強
め
て
お
り
、
約
３
０
０
人
分

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

問  
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
す
る
に
あ
た

り
、利
用
者
の
見
込
み
は
。

ま
た
、
利
用
者
を
増
や
す

た
め
の
施
策
は
。

答  
当
初
予
算
の
見
込

み
で
は
、
全
体
の
３
％

（
３
２
５
枚
程
度
）
を
見

込
ん
で
い
る
。
今
後
は
コ

ン
ビ
ニ
交
付
を
す
る
た
め

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
普
及

も
兼
ね
て
、
近
隣
で
導
入

し
て
い
る
自
治
体
は
少
な

い
こ
と
な
ど
の
広
報
活
動

を
進
め
て
い
く
。

問  
町
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ど
の
よ
う
に
し

て
普
及
拡
大
を
図
っ
て
い

く
か
。

答  
来
年
度
は
役
場
に
あ

る
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
写

真
を
撮
影
す
る
な
ど
、
申

請
の
補
助
を
行
う
。ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
い
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
れ

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
計

画
し
て
い
る
。

国
が
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
法
改
正

　
　
　
　
　
　
　
本
町
が
受
け
る
影
響
は

急
行
が
停
車
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
わ
し
い
駅
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
今
後
の
事
業
展
開
は

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　
　
　
　
　
　
　
利
便
性
の
向
上
を

10
月
か
ら
消
費
税
が
増
税
予
定

　
　
　
　
　
給
食
の
食
材
費
大
丈
夫
か

感
染
症
予
防

　
　
　
対
策
は
万
全
か

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
　
　
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
普
及
さ
せ
る
た
め
の
策
は
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人 事 案 件
〇
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
平
成

31
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な

る
た
め
、
新
た
に
候
補
者
を
任
命
。

・
内
藤　

茂　
　

氏
（
岡
野
）

・
遠
藤　

正
史　

氏
（
金
井
島
）

・
遠
藤　

恵　
　

氏
（
延
沢
）

・
鳥
海　

均　
　

氏
（
中
之
名
）

・
鳥
海 

由
美
子　
氏
（
中
之
名
）

・
松
下　

彰　
　

氏
（
宮
台
）

・
片
岡　

待
子　

氏
（
宮
台
）

・
府
川　

健
治　

氏
（
宮
台
）

・
田
代　

輝
夫　

氏
（
牛
島
）

・
井
上　

昌
春　

氏
（
吉
田
島
）

・
小
野　

博
文　

氏
（
吉
田
島
）

・
辻
村　

進　
　

氏
（
吉
田
島
）

〈
全
員
異
議
な
し
で
当
選
〉

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

・
大
場 

智
充 

氏
（
延
沢
）

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
１
名
の
任

期
が
平
成
31
年
６
月
30
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
人

の
推
薦
。

　
　

　〈
全
員
異
議
な
し
で
議
決
〉

提出 議決日 議　案　名 審議
結果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長

３/６

農業委員会委員の任命について
（◆委員の任期が平成31年３月31日をもって満了となるため、
後任の農業委員の選任）

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
（◆委員のうち１名の任期が平成31年６月30日をもって満了と
なるため、引き続き同人を法務大臣へ推薦）

異議
なしとし

て議決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成駅前第２公園「ロンちゃん」基金条例を制定することにつ
いて（◆ロンちゃんをきれいな状態で後世に遺していくため、
平成30年11月からクラウドファンディングを活用して寄附を
募っており、寄附金を適正に管理・運用を図るため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例を制定することについて
（◆人事院規則において超過勤務命令の上限時間等が規定されたことに
伴い、時間外勤務命令を行うことができる時間の上限を定めるため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を制定す
ることについて
（◆人事院勧告等を考慮し、55歳を超える職員の昇給抑制措置を
講じることによって国家公務員との給与水準の均衡を図るため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町税条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆消費税の税率が10％への引き上げが平成29年４月１日から
平成31年10月１日に変更されたこと等を受けて行われた地方税
法の一部改正に伴い、所要の改正）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町国民健康保険条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆国民健康保険の運営の広域化が実施されたこと及び健康保険法施行
令の規定を勘案し、被保険者が死亡した際の葬祭費を引き下げるため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町町営水道事業条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆学校教育法及び技術士法施行規則の一部改正に伴い、布設工事
監督者及び水道技術管理者の資格要件について、専門職大学前期課
程の修了者を短期大学の卒業者と同等に扱う等の改正をするため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町企業の立地促進等に関する条例の一部を改正する条例を
制定することについて（◆みなみ地区工業専用地域において、
企業立地時の税制面に関する優遇措置の適用期間を延長するこ
とで、引き続き当該地域の企業立地の促進を図るため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町のびのび子育てルーム事業実施条例を廃止する条例を制
定することについて（◆開成幼稚園で３年間教育を開始するこ
とに伴い、これまで実施してきた三歳児教育である開成町のび
のび子育てルーム事業が、その役割を終えるため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町教育振興基本計画を策定することについて
（◆平成 31 年度から平成 36 年度までの６年間を計画期間とす

る開成町教育振興基本計画を策定するため）
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３/７

平成 30 年度開成町一般会計補正予算（第７号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 30 年度開成町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 30 年度開成町下水道事業特別会計補正予算（第３号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 30 年度開成町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 30 年度開成町水道事業会計補正予算（第２号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３/15

平成 31 年度開成町一般会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町国民健康保険特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町介護保険事業特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町給食事業特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町後期高齢者医療事業特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町水道事業会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町下水道事業会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
工事請負変更契約の締結について

（◆新庁舎建設工事の工事請負契約を締結するため） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成31年開成町議会３月定例会議議案審議結果

★茅沼隆文議長は採決に加わらない。　○は賛成した者　●は賛成しなかった者　「除」は除斥　「欠」は欠席♦議案の要約

３
月
定
例
会
議

条例制定・補正予算
〇
開
成
駅
前
第
２
公
園

「
ロ
ン
ち
ゃ
ん
」
基
金
条
例

ロ
ン
ち
ゃ
ん
を
き
れ
い
な
状
態

で
後
世
に
遺
し
て
い
く
た
め
、
平

成
30
年
11
月
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
寄
附
を

募
っ
て
お
り
、
寄
附
金
を
適
正
に

管
理
・
運
用
を
図
る
た
め
、
条
例

の
制
定
。

〈
全
員
賛
成
〉

〇
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

主
な
内
容
は
、
後
期
広
域
連
合

か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
、
当
初

見
込
み
よ
り
増
と
な
っ
た
後
期
高

齢
者
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
額
の
増
に
伴
い
、

返
礼
品
代
金
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

へ
の
委
託
料
を
計
上
。〈

全
員
賛
成
〉

たくさんの寄附をいた
だいたロンちゃん

　

本
町
で
は
、
「
開
成
町
人
づ
く
り
憲

章
」
を
策
定
し
、
こ
の
憲
章
を
具
現
化

す
る
た
め
に
目
指
す
べ
き
教
育
の
姿
と

し
て
「
開
成
町
教
育
振
興
基
本
方
針
」

を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
方
針
を
基
に

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
教
育
施
策
を
展

開
す
る
の
か
が
教
育
振
興
基
本
計
画
で

す
。

教
育
振
興
基
本
計
画
を

慎
重
に
審
議

◆生涯を通じての学習や体力づくりをとおして、自ら
を高め、自立を図ります。

◆町民一人ひとりがそれぞれの立場で連携しながら、
子どもたちを守り育てます。

◆規範意識や公共の精神を高め、他人を思いやる豊か
な心を育てます。

◆自然や環境、歴史や伝統、芸術や文化を尊重し、私
たちのふるさとである開成町を大切にします。

◆自治会活動をはじめとした地域コミュニティへの参
画などを通じ、まちづくりに貢献します。

教育振興基本方針

【
主
な
質
疑
】

問  
学
校
を
支
え
る
取
り
組
み

と
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
設
置
を
検
討
す
る
と
あ
る

が
、
教
職
員
の
多
忙
化
の
軽
減

に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
。

答  
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
担
任
あ

る
い
は
教
科
担
当
者
の
渉
外
に

関
わ
る
時
間
が
減
ら
せ
る
と

思
っ
て
い
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
よ
り
良
い
活
用
方
法
、

運
営
方
法
な
ど
を
研
究
し
て
、

学
校
の
教
職
員
の
負
担
減
を
目

指
す
。

問  
道
徳
が
新
た
に
教
科
化
さ

れ
て
い
る
が
、
計
画
に
は
ど
の

よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の

か
。

答  
こ
れ
ま
で
の
一
方
的
な
教

え
る
、
教
え
ら
れ
る
と
い
っ
た

道
徳
の
あ
り
方
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り

と
考
え
、
意
見
を
持
っ
て
、
そ

れ
を
基
に
ク
ラ
ス
の
中
で
異

な
っ
た
考
え
の
人
た
ち
同
士
で

議
論
を
し
合
っ
て
、
自
分
の
考

え
と
異
な
る
点
も
あ
る
こ
と
を

発
見
し
な
が
ら
、
道
徳
心
を
養

い
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
位

置
付
け
て
い
る
。

　　平成 31 年４月　№ 1967 67 № 196　平成 31 年４月　



※ 質問者本人の原稿を、広報分科会委員が議事録に基づき校正しています。

　

み
な
み
自
治
会
の
年
齢
層
は
、
40
代
以
下

で
９
割
を
占
め
て
お
り
子
ど
も
た
ち
も
現
在

は
小
学
生
・
未
就
学
児
が
圧
倒
的
に
多
く
、

中
学
生
は
ま
だ
少
な
い
が
、
み
な
み
地
区
に

限
ら
ず
町
内
の
中
学
生
は
自
宅
か
ら
の
距
離

に
か
か
わ
ら
ず
徒
歩
で
毎
日
通
学
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問  

中
学
生
の
自
転
車
通
学
を
認
め
て
い
な

い
理
由
と
経
緯
は
。

答  

文
命
中
学
校
で
は
、
昭
和
51
年
頃
か
ら

自
転
車
通
学
を
認
め
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
が
、

詳
細
な
経
緯
等
は
分
か
ら
な
い
。
当
時
の
社

会
背
景
と
し
て
急
速
に
自
動
車
の
通
行
量
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
登
下
校
に
お
け
る
安
全

確
保
を
最
優
先
に
考
え
た
結
果
、
自
転
車
通

学
を
認
め
な
く
な
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

問  

松
田
町
、
山
北
町
が
２
キ
ロ
以
上
と
い

う
条
件
で
認
め
て
い
る
。
我
が
町
は
狭
い
と

い
っ
て
も
市
境
ま
で
直
線
距
離
で
約
２
キ
ロ

あ
る
た
め
、
通
学
に
不
便
が
な
い
エ
リ
ア
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
程
度
条
件
を
つ

け
て
、
エ
リ
ア
を
限
定
し
て
認
め
た
ら
ど
う

か
。
現
在
、
部
活
動
で
は
自
転
車
を
認
め
て

い
る
が
整
合
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答  

確
か
に
部
活
動
に
参
加
す
る
生
徒
に
つ

い
て
自
転
車
で
の
登
校
を
認
め
て
い
る
。
た

だ
、
半
日
の
日
に
家
に
帰
っ
て
食
事
を
し
て

再
び
学
校
に
来
る
と
い
う
場
合
、
あ
る
い
は

休
日
に
対
外
試
合
等
で
公
共
交
通
機
関
が
近

場
に
な
い
場
合
と
い
う
よ
う
に
条
件
付
き
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
時
間
帯
は
朝
の
通
学
時

間
と
は
違
っ
て
交
通
量
的
に
は
か
な
り
落
ち

つ
い
た
時
間
帯
と
認
識
し
て
い
る
。

問  

犯
罪
抑
止
の
観
点
か
ら
、
徒
歩
よ
り
も
、

む
し
ろ
自
転
車
の
ほ
う
が
安
全
と
も
言
え
る

の
で
は
。

答  

防
犯
上
の
観
点
は
否
定
し
な
い
が
、
小

学
生
が
高
齢
者
と
自
転
車
で
接
触
を
し
て
賠

償
請
求
が
約
１
億
円
と
い
う
判
例
が
現
実
に

あ
り
、
通
学
の
手
段
と
し
て
は
、
子
ど
も
達

の
安
全
を
守
る
上
で
怖
い
と
思
っ
て
い
る
。

石田　史行
　　　　議員

中
学
生
の
自
転
車
通
学
の
解
禁
を

　

定
期
的
に
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
は

良
い
こ
と
だ
が
、
一
方
で
、
職
員
が
実
際
の

発
災
時
に
ど
れ
だ
け
参
集
し
対
応
で
き
る
の

か
、
現
在
の
訓
練
に
は
疑
問
が
残
る
。
有
事

の
際
に
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
で
き
る
た

め
の
体
制
づ
く
り
と
実
践
的
な
防
災
訓
練
の

実
施
へ
の
考
え
は
。

問  

夜
間
や
休
日
に
発
災
し
た
場
合
、
職
員

の
参
集
、
対
応
は
。

答  

災
害
時
職
員
登
庁
可
能
時
間
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
で
は
、
災
害
対
策

本
部
の
指
示
に
よ
り
各
課
（
班
）
の
人
数
調

整
を
行
え
ば
、
初
動
期
に
対
応
で
き
る
人
員

は
確
保
さ
れ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

問  

実
践
的
防
災
訓
練
の
実
施
は
。

答  

防
災
訓
練
で
は
、
災
害
時
初
動
期
に
お

け
る
各
課
（
班
）
等
の
分
担
業
務
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
細
分
化
し
た
中
で
も
検
証
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
策
定
中
の
広
域
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
の
実
証

を
反
映
し
策
定
を
進
め
て
い
る
。
完
成
後
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
よ
り
実
践
的
な
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
。

問  

広
域
避
難
所
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
。

答  

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
は
、
広
域

避
難
所
に
関
わ
ら
ず
自
治
会
館
な
ど
に
も
要

請
が
あ
る
。
た
だ
、
和
式
を
希
望
す
る
方
が

居
る
こ
と
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
ト
イ
レ
の
問
題
は
男
女
の
区
別

が
な
い
場
所
や
和
式
ト
イ
レ
が
主
に
な
っ
て

い
る
所
が
あ
る
の
で
、
順
次
改
善
を
し
て
い

く
。

問  

消
防
団
員
確
保
策
と
し
て
、
奨
学
金
制

度
を
使
っ
て
学
生
団
員
を
募
集
し
て
は
。

答  

現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問  

平
成
32
年
に
改
訂
さ
れ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業

務
継
続
計
画
）
は
具
体
的
で
実
効
性
が
あ
る

も
の
に
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

答  

現
在
は
、
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
ー
・
チ
ェ
ッ

ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
部
分
が
少
し
弱
い
の
で
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

佐々木　昇
　　　　議員

　

開
成
駅
急
行
停
車
に
伴
い
、
ま
さ
に
町
民

の
願
い
が
叶
お
う
と
し
て
い
る
。

　

駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
小
田
急
電
鉄

と
協
定
を
結
べ
る
よ
う
に
し
た
い
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
駅

周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
町
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

問  

小
田
急
と
の
協
議
会
、
協
定
の
進
捗
状

況
は
。

答  

小
田
急
と
は
事
務
レ
ベ
ル
の
打
ち
合
わ

せ
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
開
成
駅
ホ
ー

ム
延
伸
工
事
が
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
以

降
、
８
回
行
っ
た
。
最
終
的
に
は
小
田
急
と

協
定
を
結
べ
る
よ
う
し
た
い
。

問  

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
と
駅
前
道
路
線

の
整
備
に
つ
い
て
は
分
離
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

答  

急
行
が
停
車
す
る
こ
と
は
町
の
将
来
に

と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
急
行
停
車
駅

に
ふ
さ
わ
し
い
駅
に
つ
い
て
は
、
西
口
ロ
ー

タ
リ
ー
や
駅
前
通
り
線
の
整
備
、
南
部
地
域

全
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
考
え
て
い
く
。

問  

駅
前
通
り
線
の
進
捗
は
。

答  

み
な
み
地
区
と
開
成
駅
西
口
と
を
結
び
、

沿
道
の
商
業
系
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
こ
と

で
都
市
機
能
の
向
上
を
図
る
も
の
で
、
地
権

者
の
皆
様
に
戸
別
訪
問
を
実
施
し
事
業
計
画

の
立
案
に
向
け
土
地
利
用
の
意
向
を
伺
っ
て

い
る
。

問  

現
在
ま
で
地
権
者
と
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
、
意
向
確
認
は
ど
の
程
度
行
っ
て
い
る

の
か
。

答  

昨
年
10
月
の
第
６
回
説
明
会
以
降
、
対

象
者
69
名
に
対
し
、
現
段
階
で
57
名
の
方
と

面
談
し
た
。
区
域
内
に
土
地
の
付
替
え
希
望

者
が
約
75
％
、
町
へ
売
却
希
望
約
23
％
。
そ

の
他
、
反
対
の
方
が
２
％
と
い
う
状
況
に
あ

る
。

問  

駅
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
。

答  

開
成
駅
の
交
通
結
束
機
能
が
と
て
も
大

事
で
あ
る
。
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、

急
行
停
車
に
伴
い
様
々
な
変
化
が
生
じ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
足
柄
地
域
の
拠
点
駅

に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
整
備
を
進
め
る
。

湯川　洋治
　　　　議員

開
成
駅
周
辺
イ
ン
フ
ラ
整
備
進
捗
状
況
は

被
災
時
に
対
応
で
き
る
体
制
は
十
分
か

町政を問う

一般質問
※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。

有事の際にできる対応を

開成駅西口ロータリー

町政を問う

一般質問
※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。
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つ
い
最
近
、
２
月
１
日
の
配
付
物
に
、
開

成
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
保
存
版
が
あ
っ

た
。
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
全
世
帯
に

周
知
し
た
い
情
報
の
一
つ
で
あ
る
が
、
平
成

30
年
４
月
の
自
治
会
加
入
率
は
約
８
割
で
あ

り
、
未
加
入
の
２
割
、
約
１
２
０
０
世
帯
に

は
ま
だ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
手
に
わ
た
っ
て

い
な
い
こ
と
に
な
る
。

問  

行
政
が
町
民
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
行
事
の
中
で
、
重
要
と
思
え
る
避

難
訓
練
、
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、
ご
み
回
収
等
の

情
報
が
わ
た
っ
て
い
な
い
約
１
２
０
０
世
帯

に
も
行
き
届
か
せ
る
た
め
に
は
、
ど
う
情
報

を
発
信
し
て
い
く
べ
き
か
。

答  

平
成
29
年
度
中
に
、
窓
口
で
配
付
さ
れ

た
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の
数
は
、
自
治
会
で
の

全
戸
配
付
分
を
除
き
、
自
治
会
未
加
入
者
へ

の
窓
口
受
け
取
り
分
と
転
入
者
分
を
合
わ
せ

て
約
１
０
０
０
部
で
あ
る
。
平
成
30
年
４
月

の
段
階
で
の
自
治
会
未
加
入
世
帯
は
、
約

１
２
０
０
世
帯
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
残

り
の
約
２
０
０
世
帯
に
は
情
報
が
直
接
届
い

て
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

問  

自
治
会
で
は
、
加
入
者
の
把
握
が
で
き

て
い
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
未
加
入
者
世
帯
が

明
確
に
分
か
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
情
報
を
届

け
る
た
め
の
一
工
夫
で
き
る
着
眼
点
が
あ
る

と
思
う
が
。

答  

町
で
は
、
加
入
し
て
い
な
い
方
の
み
を

把
握
す
る
手
段
が
な
い
の
で
、
今
後
、
命
に

か
か
わ
る
よ
う
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
全
世

帯
に
配
布
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
見
つ
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

問  

ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
情
報
は
。

答  

ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
地
域
に
は
、
そ
の

対
応
と
し
て
自
治
会
の
理
解
を
得
つ
つ
、
地

域
の
環
境
美
化
推
進
委
員
と
協
議
の
上
対
応

策
を
検
討
し
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

井上　三史
　　　　議員

　

町
民
に
身
近
な
生
活
道
路
の
整
備
や
維
持

管
理
等
、
様
々
な
取
り
組
み
を
謳
っ
て
い
る

が
計
画
通
り
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

問  

町
道
改
良
事
業
２
０
４
号
線
の
進
捗
状

況
及
び
計
画
は
。

答  

平
成
30
年
度
末
の
用
地
取
得
率
は
、
約

27
％
の
見
込
み
で
あ
る
。
用
地
取
得
と
平
行

し
て
、
一
連
一
つ
な
が
り
の
ま
と
ま
っ
た
区

間
で
、
整
備
が
可
能
で
、
整
備
効
果
が
見
込

ま
れ
る
箇
所
か
ら
順
次
工
事
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
榎
本
地
区
を
先
行
し
て
い
く
よ

う
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
２
０
年
度
に

は
、
工
事
を
実
施
す
る
方
向
で
い
る
。

問  

足
柄
大
橋
の
下
か
ら
大
長
寺
ま
で
の

４
７
０
ｍ
で
、
ど
の
く
ら
い
の
距
離
が
想
定

で
き
た
ら
工
事
す
る
の
か
。

答  

工
事
の
延
長
が
短
い
と
、
整
備
後
の
効

果
が
み
ら
れ
な
い
。
４
分
割
、
５
分
割
も
考

え
つ
つ
、
十
分
検
討
し
て
実
施
を
考
え
て
い

る
。

問  

理
解
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
す

る
町
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
。

答  

買
収
が
可
能
で
、
整
備
効
果
が
見
込
ま

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
整
備
し
、
工
事
が
終
わ
っ

た
後
に
、
ご
理
解
を
求
め
て
い
く
。 

本
町
の
イ
ベ
ン
ト
活
性
化
策
を
問
う

問  

イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
必

要
な
策
を
講
じ
る
考
え
は
。

答  

マ
ン
ネ
リ
化
を
防
止
す
る
た
め
、
イ
ベ

ン
ト
ご
と
に
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
企
画

段
階
で
意
見
を
求
め
、
自
治
会
長
連
絡
協
議

会
会
議
等
で
も
意
見
を
求
め
実
施
し
て
い
る
。

問  

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
各
自
治
会
の
山
車
を

一
堂
に
会
し
た
企
画
を
。

答  

活
用
し
て
い
る
自
治
会
は
少
な
く
、
要

望
し
て
い
る
声
は
聴
い
て
い
な
い
。
そ
の
よ

う
な
企
画
が
提
案
さ
れ
、
独
自
の
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
盛
り
上
が
り
が
あ
れ
ば
、
広
報
等
の

側
面
で
支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。
現
在
実

施
し
て
い
る
３
大
ま
つ
り
に
山
車
を
取
り
入

れ
る
こ
と
は
、
物
理
的
に
も
困
難
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
は
広
く
町
民
の
意
見
な

ど
聞
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

前田　せつよ
　　　　議員

町
道
改
良
事
業
「
町
道
２
０
４
号
線
」
の
進
捗
状
況
を
問
う

　

近
年
、
い
じ
め
が
後
を
絶
た
な
い
。
文
部

科
学
省
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
度
に
全
国

で
41
万
件
を
超
え
る
事
案
が
認
知
さ
れ
、
過

去
最
多
を
更
新
し
た
。

問  

あ
る
自
治
体
で
は
、
「
い
じ
め
・
自
殺

防
止
対
策
」
を
ラ
イ
ン
で
受
け
付
け
た
と
こ

ろ
、
電
話
で
相
談
を
受
け
て
い
た
２
年
間
の

件
数
を
２
週
間
で
上
ま
わ
っ
た
。
い
じ
め
の

早
期
発
見
の
手
段
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
は
。

答  

県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
30
年
度
に
ラ

イ
ン
の
相
談
窓
口
の
施
行
実
施
を
し
た
。
県

の
動
向
を
見
定
め
な
が
ら
研
究
を
進
め
た
い
。

問  

千
葉
県
で
は
２
０
１
７
年
に
ア
プ
リ
を

使
っ
た
い
じ
め
相
談
、
い
じ
め
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
事
業
を
県
内
19
校
で
行
っ
た
。
予
算

は
一
人
、
年
間
３
０
０
円
で
、
全
国
で
は

１
９
０
校
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
。

答  

子
ど
も
達
の
意
思
疎
通
の
ツ
ー
ル
な
の

で
、
そ
れ
を
上
手
に
使
っ
た
相
談
体
制
は
考

え
ら
れ
る
の
で
研
究
は
続
け
た
い
。

災
害
時
の
備
蓄
は
万
全
か

　

東
日
本
大
震
災
や
西
日
本
豪
雨
、
そ
し
て

熊
本
地
震
で
は
、
海
外
か
ら
の
支
援
物
資
と

し
て
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
受
け
入
れ
、
災

害
時
の
物
資
と
し
て
需
要
が
高
ま
っ
た
。
主

な
理
由
と
し
て
は
、
液
体
ミ
ル
ク
は
粉
ミ
ル

ク
の
よ
う
に
お
湯
に
溶
か
す
必
要
が
な
く
、

哺
乳
瓶
に
移
し
替
え
れ
ば
す
ぐ
に
飲
ま
せ
る

こ
と
が
出
来
る
た
め
育
児
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
。

問  

防
災
備
蓄
品
と
し
て
液
体
ミ
ル
ク
を
配

備
し
て
は
。

答  

保
存
期
間
が
短
い
た
め
、
備
蓄
品
に
は

適
さ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問  

賞
味
期
限
を
迎
え
る
備
蓄
品
の
活
用
割

合
は
。

答  

今
年
度
、
ア
ル
フ
ァ
米
の
活
用
率
は

86
・
７
％
で
あ
る
。

問  

活
用
で
き
な
か
っ
た
金
額
は
。

答  

廃
棄
し
た
分
の
金
額
は
12
万
６
千
円
で

あ
る
。

問  

廃
棄
と
い
う
こ
と
は
極
力
避
け
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
で
差
し

上
げ
る
な
ど
工
夫
が

大
切
と
思
う
が
。

答  

ア
ル
フ
ァ
米
に

つ
い
て
賞
味
期
限
が

来
る
も
の
は
、
試
食

な
ど
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。

吉田　敏郎
　　　　議員

子
ど
も
達
の
相
談
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
に

　

本
町
は
人
口
及
び
子
ど
も
の
数
は
増
え
て

い
る
も
の
の
、
子
ど
も
会
を
解
散
す
る
自
治

会
や
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
減
少
等

の
課
題
も
露
見
さ
れ
て
い
る
。
自
治
会
役
員

の
な
り
手
不
足
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
の
課
題
解
決
に
対
し
、
女
性
目
線
の
多
様

な
視
点
や
感
性
を
活
か
す
環
境
づ
く
り
が
重

要
と
考
え
る
。

問  

各
種
審
議
会
へ
の
女
性
委
員
の
登
用
率

の
現
状
は
。

答  

24
審
議
会
、
２
０
５
名
の
委
員
の
う
ち

19
団
体
、
55
名
が
女
性
で
総
合
計
画
の
目
標

値
40
％
に
対
し
て
26
・
8
％
で
あ
る
。
一
般

公
募
枠
の
拡
大
の
検
討
や
、
女
性
委
員
を
推

薦
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
団
体
に
働
き
か
け

て
い
く
。

問  

女
性
を
登
用
す
る
た
め
の
策
は
。

答  

情
報
誌
「
か
け
は
し
」
の
発
行
に
よ
り
、

町
民
へ
普
及
啓
発
を
は
じ
め
、
女
性
の
社
会

参
加
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
り
組
み
事
例

の
紹
介
を
す
る
。

問  

自
治
会
の
三
役
の
な
り
手
不
足
で
、
役

員
が
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
自
治
会
長
会
議
で
、

積
極
的
に
女
性
役
員
の
登
用
を
お
願
い
し
て

は
。

答  

役
員
に
女
性
の
登
用
を
と
会
議
の
中
で

促
し
て
い
る
が
、
現
状
8.3
％
で
あ
る
。

問  

庁
舎
内
の
女
性
職
員
の
登
用
率
が
上
が

ら
な
い
。
積
極
的
に
女
性
職
員
の
採
用
を
考

え
て
は
。

答  

女
性
職
員
の
割
合
は
、
37
・
4
％
。
目

標
値
は
、
45
％
程
度
を
掲
げ
て
い
る
。
ぜ
ひ

目
標
を
達
成
し
た
い
。

問  
啓
発
す
る
た
め
に
、
町
広
報
紙
に
男
女

共
同
参
画
の
見
え
る
化
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し

て
は
ど
う
か
。
町
内
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い

る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

意
識
の
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
が
。

答  

シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
な
い
現
在
で
も
、

活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
の
皆
さ
ん
の
紹
介
は

し
て
い
る
。
一
つ
の
案
と
し
て
検
討
を
す
る
。

下山　千津子
　　　　議員

男
女
共
同
参
画
事
業
推
進
策
の
充
実
し
た
展
開
を

町
民
向
け
情
報
発
信
の
一
工
夫
を
問
う

配布されたハザードマップの表紙

イベントの活性化策は
（昨年度の阿波おどり）

災害時のために備蓄を万全に
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間
も
な
く
平
成
30
年
度
が
終
了
す
る
に
あ

た
り
、
町
財
政
は
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど

り
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た

の
か
、
ま
た
、
行
政
と
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
ス
ム
ー
ズ
な
進
捗
が
図
ら
れ
た
の
か
。

問  

健
全
化
判
断
比
率
で
あ
る
指
標
の
過
去

５
年
間
の
推
移
を
顧
み
、
平
成
30
年
度
見
込

み
と
照
合
を
行
い
、
次
年
度
へ
向
け
て
の
方

針
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答  

平
成
29
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は

６
・
７
％
、
将
来
負
担
比
率
は
30
・
５
％
で

あ
る
。
平
成
30
年
度
の
見
込
み
は
、
実
質
公

債
費
比
率
は
平
成
29
年
度
と
ほ
ぼ
同
程
度
、

将
来
負
担
比
率
は
、
地
方
債
の
発
行
に
よ
り
、

60
％
弱
と
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
長
期

的
な
財
政
状
況
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
な
が

ら
、
計
画
的
な
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

問  

平
成
29
年
３
月
に
開
成
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
た
が
、
関
連
計
画

と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
全

体
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

答  

総
合
計
画
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
。
今
年

は
、
現
状
や
課
題
等
の
整
理
、
施
設
点
検
を

実
施
す
る
際
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法
の
確
認
準
備

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
31
年
度
中
に
具

体
的
な
計
画
案
を
策
定
し
、
２
０
２
０
年
度
、

個
別
施
設
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問  

自
治
会
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
担

う
役
割
で
あ
る
。
今
後
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
社
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
自
治
会

へ
の
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
が
負
担
軽
減
は
可

能
か
、
ま
た
、
役
員
の
な
り
手
不
足
の
対
応

策
と
今
後
の
方
針
は
。

答  
配
付
す
る
文
書
等
は
で
き
る
だ
け
集
約

し
、
重
複
し
な
い
よ
う
に
努
め
、
自
治
会
へ

の
依
頼
事
項
等
は
、
必
要
性
の
チ
ェ
ッ
ク
や

実
施
方
法
の
見
直
し
に
よ
り
簡
素
化
・
効
率

化
を
心
が
け
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会

な
ど
を
通
じ
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材

育
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

菊川　敬人
　　　　議員

行
政
運
営
の
見
通
し
を
問
う

　

本
町
議
会
の
「
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
の
運
営
と
広
報
及
び
広
聴
に
係

る
取
り
組
み
状
況
」
を
視
察
す
る
た

め
、
２
月
15
日
に
福
島
県
西
会
津
町

議
会
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
会
津
町
は
、
福
島
県
の
北
西
部

に
位
置
し
、
新
潟
県
と
県
境
を
接
し

た
四
季
を
彩
る
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
た
人
情
味
豊
か
な
町
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
が
残
る
飯
豊
山
を
は

じ
め
銚
子
の
口
な
ど
の
景
勝
地
の
ほ

か
、
大
山
祇
神
社
、
如
法
寺
鳥
追
観

音
、
縄
文
遺
跡
な
ど
の
先
史
遺
産
が

あ
り
、
「
会
津
の
霊
地
」
信
仰
の
里

と
し
て
も
古
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
美
味
し
い
農
産
物
や
温
泉

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

西会津町議会の皆さまと

視

察

来

町

福
島
県
西
会
津
町
議
会

西会津町のデータ

人　口 5,985人

面　積 298.18k㎡

市の木 桐

市の花 おとめゆり

　

当
日
は
、
本
町
議
会
の
広
報
広
聴

常
任
委
員
会
の
運
営
と
広
報
及
び
広

聴
に
係
る
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

西
会
津
町
議
会
は
、
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
な
い
の
で
、

今
後
、
設
置
を
検
討
し
て
い
く
方
向

で
あ
り
、
運
営
方
法
や
役
割
な
ど
の

質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

で
町
民
か
ら
の
意
見
を
ど
う
議
会
活

動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
な
ど
熱
心

に
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
察
の
テ
ー
マ
と
は
別
に
、

議
会
の
見
え
る
化
を
進
め
る
た
め
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（４月１日現在）

総務経済常任委員会所管事務調査報告（抜粋）

１．調査の目的
　町民が自治体に求めるサービスの価値観は多
様化し、ニーズは高度化している。時代の変化
に対応しながら、将来にわたり必要な町民サー
ビスを提供するために広域連携への取り組みは
重要と考え、今後の取り組みの可能性及び実効
性を検討することとした。

２．現状把握
　「広域行政」及び「広域連携」については、
法令上の定義がなく、一般的には、複数の市町
村が行政区域を越えて連携・協力する取り組み
を「広域行政」「広域連携」と表現しているが、
狭義には地方自治法に基づき地方公共団体相互
間における事務の共同処理制度を指すものであ
る。この共同処理制度は、連携協約・協議会・
機関等の共同設置・事務の委託・事務の代替執
行・一部事務組合・広域連合の制度を設けてお
り、本町ではその中の機関等の共同設置・事務
の委託・一部事務組合・広域連合の制度を活用
している。

　また、共同処理制度以外にも任意で協議会を
設置する方式などにより広域連携を行っている。
その中の一つである「あしがら」地域の将来像
を足柄上郡５町で共有するため、「あしがら」
としての指針・ポリシーを整理した、「あしが
ら地域広域ビジョン」としてまとめたので、再
度、所管課に出席を求め、聞き取りを行い、内
容の把握を行った。
調査期間中には、協議中であった「小田原市・
南足柄市「中心市のあり方」に関する任意協議
会」が解散された。広域連携への取り組みは複
数存在し、どれも重要である。本町の対応とし
ては、十分に理解し取り組んでいることを確認
した。

平成31年２月随時会議・３月定例会議に
て、常任委員会の活動報告を行いました。

広域連携の可能性及び実効性の研究について

●事業を進めるには近隣市町との連携が必要
であるため、本町としては、各課の連携を
図り、広域としてできることを整理し、優

先されるべきものから随時実施をするべき
である。また、今後、県と各種団体等との
連携が必要である。

～検討結果のまとめ～

●本町としての将来像を明確にしたうえで、
近隣市町と連携を密にし、広域連携を計画
的に取り組まれたい。

●「あしがら地域広域ビジョン」を推進する
ために、県との連携が図れるよう、組織の
構築をされたい。

５町の病児保育を支えている施設

町に提言！

町の人口と町税の推移

　　平成 31 年４月　№ 19613 1213 № 196　平成 31 年４月　



１．調査の目的
　あしがり郷瀬戸屋敷を中心に北部地域の交流
人口拡大を図るため、瀬戸屋敷周辺の交流拠点
施設、駐輪場及び駐車場（大型バスを含む）を
整備する「開成町あしがり郷交流拠点施設基本
設計案説明書」が示された。計画等を調査・分
析し、今後の可能性を検討することとした。

２．現状把握
　本取り組みでは、今年度中に実施設計を作成
することとなっており、作成前に町の考えや内
容を確認するため、所管課に出席を求め、聞き
取りを行った。加工施設については、指定管理
者との調整が必要であることなど、主に交流拠
点施設、駐輪場及び駐車場（大型バスを含む）
を整備することについて理解を深めた。同時に
用地確保の取り組みについては、問題なく進め
られていることを確認した。

　また、本取り組みと直接関係するあしがり郷
瀬戸屋敷の今後の運用方針を把握するため、所
管課に出席を求め、聞き取りを行った。現状は
特定の期間に来園者が偏っているが、今後は一
年を通して安定した来園者が見込まれるよう、
運用を考えていくとのことである。

あしがり郷瀬戸屋敷交流拠点施設と周辺整備について

●加工施設については、関係者及び各種団体
との調整が重要である。

●取り組みが将来にわたって町の発展に寄与
できるよう、慎重に検討する必要がある。

●駐輪場及び駐車場の整備により、新たにで
きる大型バス、ロードバイク用のスペースを
有効活用する施策を考えていくべきである。

～検討結果のまとめ～

●本取り組みが将来にわたって、本町の発展
に資するものになるよう、各課、関係者及
び各種団体と十分に調整を行うこと。

●自転車の駅として構築を検討されたい。

●駐車場（大型バスを含む）を整備すること
により、北部地域の交流人口拡大を図ると
ともに、費用対効果を高めるため、観光業
者と積極的に連携を図ること。

委 員 長　佐々木　昇　　　委　員　山田　貴弘　　菊川　敬人

副委員長　和田　繁雄　　　　　　　湯川　洋治　　　　　　　

町に提言！

議会の動き

２月 ３月

４月

12日　●議会運営委員会
14日　●総務経済常任委員会
15日　●西会津町議会視察来町
19日　●足柄上郡議長会議員研修会

20日　●全員協議会
25日　●議会運営委員会
　　　●２月随時会議

５日　●３月定例会議（～15日）
14日　●新庁舎に関する調査特別委員会
15日　●議会運営委員会
19日　●全員協議会

４日　●広報分科会
５日　●議会運営委員会
　　　●４月随時会議

１
月
随
時
会
議

〇
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
５
号
）

主
な
内
容
は
、
文
命
中
学
校
の
教

育
環
境
改
善
の
た
め
、
教
室
等
30
室

に
空
調
設
備
を
設
置
す
る
た
め
の
工

事
費
を
計
上
。
今
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
決
算
見
込
額
を
増
額
と
し
、

返
礼
品
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
委

託
料
な
ど
を
計
上
。
　〈
全
員
賛
成
〉

文
命
中
学
校
空
調
設
置
に
係
る

案
件
な
ど
を
審
議

開成町議会

※本会議の詳細質疑が掲載されている会議録は議会のホームページに掲載しております。

質 疑
問  
空
調
設
置
に
係
る
工
事
の
今
後

の
日
程
は
。

答  
学
校
の
授
業
に
支
障
が
出
な
い

こ
と
を
第
一
に
す
る
。
例
え
ば
平
日

は
時
間
帯
を
選
ん
で
工
事
す
る
な
ど

業
者
と
綿
密
に
連
携
を
と
り
、
７
月

１
日
か
ら
試
運
転
が
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

２
月
随
時
会
議

〇
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

開
成
小
学
校
の
屋
内
消
火
栓
設
備

（
消
火
栓
ポ
ン
プ
等
）
復
旧
に
係
る
工

事
費
を
計
上
。

開
成
小
学
校
の
消
火
栓

復
旧
に
係
る
案
件
を
審
議

質 疑
問  
工
事
期
間
が
５
月
中
旬
ま
で
を

予
定
し
て
い
る
が
、
早
め
の
対
応
を

し
て
ほ
し
い
。

答  
受
注
発
注
の
形
式
を
と
っ
て
お

り
、
発
注
し
て
か
ら
納
品
さ
れ
る
ま

で
通
常
は
一
ヶ
月
半
か
か
る
。　
　

　

ま
た
、
現
場
が
作
業
し
に
く
い
場

所
に
あ
る
が
、
一
刻
で
も
早
く
直
す

よ
う
に
調
整
し
て
い
く
。

提出 議決日 議　案　名 審議
結果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長

１/15
平成30年度開成町一般会計補正予算（第５号）について
（★文命中学校空調設備工事やふるさと納税の返礼品やポータ
ルサイトの委託料などを計上）　

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

２/25

平成30年度開成町一般会計補正予算（第６号）について
（★開成小学校屋内消火栓設備復旧工事費を計上） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について
（★文命中学校空調設備設置工事の工事請負契約を締結するため） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成31年開成町議会　随時会議議案審議結果

※茅沼隆文議長は採決に加わらない。　○は賛成した者　●は賛成しなかった者　「除」は除斥　「欠」は欠席　★は議案の説明

なお、１月随時会議は吉田副議長が議長の職務を行ったため、採決に加わらない。

瀬戸屋敷駐車場整備・配置計画（案）

　　平成 31 年４月　№ 19615 1415 № 196　平成 31 年４月　



１
月
第
２
回
随
時
会
議

第
五
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
を
慎
重
に
審
議

明るい未来に向けて

　人と自然が輝くまち・開成を目指して

　町政運営の指針であり、町の最上位の計画として、今後のま
ちづくりの方向性を定めるものです。本町では、平成 24 年度
(2012 年度 ) に、平成 36 年度 (2024 年度 ) を目標年度とする
第五次開成町総合計画基本構想を策定し、計画的にまちづくり
を進めています。

総合計画つてなに？

【
主
な
質
疑
】

問  
近
年
、
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に

発
生
し
て
い
る
。
地
域
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
、
本
部
付
の
女
性
の
消
防

団
員
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
が
。

答  

町
消
防
団
条
例
で
は
、
男
女
の
区
別

な
く
定
め
て
お
り
、
希
望
者
が
い
た
場
合

に
は
、
主
に
広
報
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
を

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問  
開
成
駅
に
急
行
が
停
ま
る
の
で
、
圏

を
中
心
と
し
て
南
北
・
東
西
を
結
ぶ
バ
ス

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答  
５
町
の
広
域
的
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
広

域
的
な
観
光
が
で
き
る
よ
う
公
共
交
通
で

５
町
を
周
遊
で
き
る
よ
う
な
バ
ス
の
構
築

を
部
会
で
検
討
を
し
て
い
る
。
一
度
に
は

困
難
だ
が
、
ま
ず
１
路
線
を
挙
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
こ
を
足
掛
か
り
に
し
て
い

き
た
い
。

問  
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
し
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
推
奨
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
今
後
、
町
民
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
く

の
か
。

答  

現
庁
舎
は
転
出
の
手
続
き
の
場
合
、

庁
舎
と
町
民
セ
ン
タ
ー
を
移
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
窓
口
担
当
の
課
を

中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
検
討
段
階
で
は
町
民
の
方
の
移
動

が
少
な
い
形
を
と
る
方
向
で
あ
る
。
ま

た
、
全
職
員
が
接
遇
を
意
識
し
た
対
応
を

す
る
。

問  
高
齢
化
社
会
（
２
０
２
５
年
問
題
）

を
考
え
る
と
、
こ
こ
数
年
の
取
り
組
み
が

重
要
だ
と
考
え
る
。
取
り
組
ん
で
い
る
施

策
等
を
見
る
と
前
期
と
変
わ
ら
な
い
気
が

す
る
が
、
町
の
取
り
組
み
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
の
か
。

答  

高
齢
者
福
祉
に
関
し
て
は
、
第
１
号

被
保
険
者
が
着
々
と
増
え
て
い
る
が
、
前

回
の
計
画
当
初
に
比
べ
る
と
、
要
介
護
認

定
者
の
増
え
る
割
合
は
、
か
な
り
緩
や
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
介
護
予
防
と

い
う
意
味
で
は
全
体
的
に
効
果
が
出
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

開成駅を便利な駅に

提出 議決日 議　案　名 審議
結果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長 １/25 第五次開成町総合計画後期基本計画を策定することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成31年開成町議会１月第２回随時会議議案審議結果

※茅沼隆文議長は採決に加わらない。　○は賛成した者　●は賛成しなかった者　「除」は除斥　「欠」は欠席

新庁舎に関する調査特別委員会調査報告（抜粋）

●はじめに
　本委員会は、新庁舎建設に関する諸般の審査
や調査を行い、その建設促進に寄与することを
目的として、平成27年議会12月定例会議にお
いて、議長を除く11名の委員をもって設置し
た。特に議論の過程において、本委員会として

は、「新庁舎建設の必要性」、「規模と機能」、
「建設手法と財源」、「建設場所」の４項目に
絞って検討すべきとの総意に至り、26回の特
別委員会を開催し調査を進めてきた結果は次の
とおりである。

平成31年4月随時会議にて、特別
委員会の活動報告を行いました。

　昭和45年に建設された現在の庁舎は、48
年が経過し、老朽化が顕著である。この間、
毎年の人口増加に伴う行政需要の増大や電算
化等への対応から増改築を繰り返してきたが、
平成17年に実施した耐震診断調査では、震
度６強の地震に対し、庁舎一部では現耐震基
準を満たさず、倒壊又は崩壊する危険性があ
ることから、総体的に危険性があるものと評
価されたところである。

　この問題点を解決するためには、大幅な改
修が必要となり、加えて空調、電気等省エネ
ルギーについては、今後大規模な改修、また
は、更新が必要と見込まれる。
　また、現庁舎は町民センターと分庁舎化さ
れ、窓口業務が分散しているため、来庁者に
多大な不便をきたしているだけでなく、業務
執行上も極めて非効率であると思われる。

～新庁舎の必要性～

●庁舎建設費用については、社会情勢の動向
を注視し、本町の財政状況に十分鑑み、将
来的な町民負担の軽減とライフサイクルコ
ストの観点を踏まえ、過大投資とならない
よう、抑制に努めること。

●財政に関するシミュレーションを十分行
い、庁舎建設後の財源確保と重要施策等の
実施を考慮し、健全な財政運営が図れるよ
う、実施設計及び建設に努めること。

●庁舎建設については、総合防災センター
として町の拠点となる機能の確保に合わせ、
環境負荷低減に考慮し、耐震性にすぐれ、
災害に強いものであること。また、必要な
機能、性能を確保した上で、ランニングコ
ストの縮減が図れるよう、経済性に配慮す
ること。

●本町の財政状況や建設資材を含む総体的な
価格の動向を十分鑑みた上で、工期･進捗
管理に努めること。 

町に提言！

　建設手法については、現在取り入れられて
いる複数の事業手法を参考に、建設に関する
構造形式、コスト、工期等を総合的に比較し、

判断する必要がある。その財源については、
積極的な基金の積み立てに努めることが重要
である。

～建設手法と財源～

～議会機能（議場設備）について～
　傍聴席の床面については、将来を見据えて
議場の多目的利用や委員会で使用することも
考慮するものの、段床式を採用する。
　より傍聴しやすい議場を目指して、ワイヤ

レスイヤホンを導入する。
　ペーパーレス化並びに議会運営の効率化を
図るため、タブレット端末の導入予定である。

～建設費用・財源等について～

●まとめ
　町当局から様々な角度から検討された内容に
ついての説明を受け、検討を重ね、中でも、平
成28年４月14日に発生した熊本地震によって
被災した多くの自治体の庁舎機能が失われ、災

害からの復旧・復興に支障をきたした現状を目
の当たりにし、本町における庁舎の防災機能の
確保が最重要課題とすべきと改めて認識した。
　また、今後も新庁舎建設に当たり、進捗状
況・変更等が生じた場合、議会に報告されたい。

委 員 長　吉田　敏郎
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各種団体の皆さん
議会と懇談会をしませんか！

議会と懇談会を希望され
る団体を随時募集してお
ります！

　開成町議会では、議会に対する要望の集約や議会活動の充実とご理解を
図るため、町内の各種団体の皆様との懇談会を開催しています。この懇談
会は随時受け付けています。開催日程、場所、懇談のテーマなどご相談さ
せていただきますので、お気軽に議会事務局までご連絡ください。

開成町議会発行  編集／広報広聴常任委員会（広報分科会）  〒258-8502　神奈川県足柄上郡開成町延沢773
TEL. 0465（84）0323  FAX. 0465（82）5234　メールアドレス gikaijimu@town.kaisei.kanagawa.jp
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議会を傍聴しよう！
６月定例会議　６月21日（金）開催予定

改選後、最初の日曜議会は６月23日開催です
　傍聴の際は、住所、氏名、年齢（○歳）を記入していただきます。
　審議日程等は議会のホームページに掲載いたします。分からないことがありましたら、お気軽
に議会事務局までお問い合わせください（８４－０３２３）。

婦人会入会大募集！お待ちしております！

連絡先　遠藤  0465-82-7050


